




目的 

発達初期(生後 1乃至 1年半)における乳幼児の発達の先行要因と考えられるもののうち主

なものは児自身の生物学的特徴(気質),母親の育児態度・育児観・母子相互交渉のあり方な

どであるが,それらの交互作用によって児の生後 8～18 ヵ月ごろの母親への愛着形成のあ

り方,さらに児の社会的・情緒的・知的発達のあり方が規定されると考えるが,こうした先

行一後続の変数の関係を縦断的に把握しようとするのが目的である 


